
　皆さん大変お疲れ様でございます。本日もたく

さんの会員にご出席いただき有難うございます。

特に先週入会いただきました４名も今日、出席を

いただいており大変嬉しく思っております。先週

は４人に入会いただいて、年度初めに私の方針

を皆さんにお伝えをさせていただいた重点目標の新入会員10名

以上がほぼ確定を致しました。時期的なところでは、来年の１

月から６月までの間にあと３名の方に確約をいただいておりま

すので、まずは10名の新入会員の確約をいただけたということ

になります。ただ、重点項目の中には10名以上ということを申

し上げておりますので、ここから２名３名と積み上げていただ

きたいと思っております。何故かというと、来年以降のことを

考えると来年が55周年、その５年後には60周年、そしてまた大

きなイベントがあるかもしれないというところでは多くのメン

バーに賛同いただきながら、そして西ＲＣ一枚岩になって色々

なイベントを達成していきたいと考えた時に、少なからず毎年

５名以上の入会者を増やしていくということが必要ではないか

と思っております。本年度、尽力的に動いていただいておりま

す増強委員会の髙田委員長、そして小泉（ユ）副委員長、そし

て小村委員には非常に活発に動いていただいて、来年以降のスキームの部分も、もしかすると今年で

しっかりとベースを作り上げたのではないかと思っております。今現在、入会者リストは60名を超え

たリストを作り上げております。ただ、全ての方がご入会いただくということではないので、地道に

60名の方に声掛けをして、その中で入会の意思を持っている方には本年度入会をいただく。また、事

情があって来年、あるいは再来年、それ以降の入会ということがあるのであれば、しっかりとコンタ

クトをとって継続的に勧誘を進めていくことで、毎年５名前後の入会者が増えてくるだろうと思って

おります。いずれにしても、多くのメンバーで一つの目的に向って一枚岩になって達成する達成感を

共有していくということが、親睦を深めていく第一の条件なのだろうと思っておりますので、今年は
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２名から３名出来れば５名程度積み上げていただきたいと思っております。増強委員会のメンバーは

ホッとしていると思いますけれども、まだ半期残っておりますので私の方で資料を叩きながら５名程

度入会を進めていきたいと思っておりますので皆様の情報、ご支援を宜しくお願い致します。

　本日の例会ですが出席委員会の担当です。この委員会にも大きなミッションを与えさせていただい

ております。重点目標の出席率の向上を図っていただくため、策を打ちながら年間の平均出席率を

88％に引き上げていただきたいと。石田委員長が苦悩な顔をしておりますけれども、随分と頑張って

いただいて先週現在、概ね85％から86％の出席を確保できており、もう少しというところです。今日

は色々な策の経緯、進捗状況を含めてお話をいただけると思いますので大変楽しみにしております。

先週も短い挨拶で好評をいただきましたので、今日もこの辺でやめておきます。短い時間ではありま

すけれども、楽しく実のある例会でありますことをご祈念申し上げまして例会冒頭の会長挨拶とさせ

ていただきます。

幹事報告 迫田幹事

１）水上会員の義父様が11月６日にご逝去されましたので慶弔規程の通り、香典等を支出しましたこ

とをご報告致します。

２）北見ホワイトイルミネーション事業実施協力のお願いが届いております。これまで４年間灯して

きた希望の光を継続することにより地域の閉塞感を払拭し、希望の光を届け私たちの生活を支え

ている医療事業者の皆様に対する感謝を表し、地域の安心安全を地域内外に発信していくことを

目的に実施されております。12月の例会時に皆様に募金のお願いをしたいと思いますので何卒ご

協力をお願い致します。

委員会報告

Ｒ財団委員会　浅野委員長

　先程、27名の方からご寄付をいただきました。新入会員の方々にはお話ししておりませんが、ご寄

付いただける方がいらっしゃいましたら私か事務局まで申し出ていただきたくお願い致します。

ゴルフ部会　村田会員

　11月28日（木）18：00から、まる笑４条店で懇親会を会費5,000円にて行います。部会以外の方も

是非出席していただけたらと思いますので宜しくお願いします。

プログラム 出　席　に　関　し　て
出席委員会

◎大場会員による卓話

　たまたま、２年前に出席委員会に所属しておりました事より、本日ご指名いただき卓

話をすることになりました。宜しくお願い致します。

　テーマは「出席」でありますが、本日は私なりに考える出席への思いをお話したいと

思います。なのでありますが、先週新入会員の方が４名も入会されましたので、最初に

出席に関する一般規定をもう一度お話したいと思います。ベテラン会員の方は、おさらいのつもりで

お聞き下さい。最初に「例会への出席」という事は「会費の納入」「ロータリー雑誌の購読」と合わ

せて、ロータリアンの三大義務の一つです。

「出席に関する一般規定」

　①各会員は本クラブの例会に出席すべきものとする

　②例会に出席したとみなされるには、その例会時間の少なくとも60％出席することとする（13：06

迄）



　では、以上の通りに例会出席できない場合、次の方法で必ずメークアップする事

　①例会の前後14日以内にメークアップをする事

　②他のロータリークラブまたは仮クラブの例会に少なくとも60％出席する事

　③クラブの理事会が承認したメークアップ対象の奉仕活動や行事に出席する事とする

　では例会に出席しなかった場合はどうなるのか？次の条件を満たさなかった場合は会員の身分を失

う事があります。

　①年度の各半期間においてメークアップを含むクラブ例会出席率が少なくとも50％に達していなけ

ればいけない

　②年度の各半期間に開かれた本クラブの例会総数のうち少なくとも30％に出席してなければならな

い

　会員が規定通り出席できない場合、理事会が正当かつ十分な理由があると認めない限り、会員の身

分を終結する事が有る。つまりかみくだいて申し上げますと、毎回本クラブの例会に出席しましょう。

出席の困難な方はメークアップをして下さい。メークアップの方法は他のクラブの例会に出席する方

法や、もしくは理事会の決めた街頭啓発活動などに参加する方法があります。また、半年間の例会の

うち50％以上欠席していると、理事会が正当と判断しない限りロータリアンの身分を失う事もありま

すよという内容です。新入会員の皆様お分かりいただけたでしょうか？

　では、おさらいはこの辺にしておき、本題に入っていきたいと思います。私は今から14年前の2010

年、当西ＲＣに入会しました。当時の会長には小泉勝裕会員、会長エレクトに渡部正勝会員、副会長

には溝口雅士会員という布陣でした。会の雰囲気は今と変わらず大変和やかなものでした。ただ、先

輩会員と後輩会員との間には今よりもう少し厳しい関係があった様な気がします。私も何度か先輩の

会員に例会の席で叱責された記憶があります。「ロータリアンはそんな事を言ってはいけない」「そ

んな事をしてはいけない」という言葉を何度か耳にする事がありました。それ以外にも例会中に大声

でおしゃべりする会員がいたり、携帯電話の呼び出し音が鳴ったりする事が度々有り、会としてのレ

ベルという点で見ますと現在より若干低かったように思います。しかしながら、出席に関する会員の

もつ意識レベルは今より高かったように思います。当時いつの頃からか覚えてはいませんが、北見ク

ラブ東クラブを含む三ロータリークラブ間で出席率を競い合うみたいな雰囲気があり、東クラブに

おいては常に100％を会員に強いていた傾向がありました。そんな状況でしたから出席委員会から出

席率の報告を受けた時、90％近い数字やそれ以上の数字が発表されると、歓声が上がったり拍手が起

こったりした記憶があります。また、一度でいいから出席率100％を達成しようではないかという声

がクラブ内から挙がった事もありました。出席率の報告が気になり、その結果がクラブの団結力の数

値みたいに考えていたのでしょう。ではなぜ出席に関する意識が薄くなったのでしょうか。前回、石

田委員長からもお話がありましたが、私も原因はコロナにあると思います。コロナ禍においては全員

出席率100％扱いとなりますから出席に対する会員のモチベーションは大いに下がっていった事と想

像できる訳であります。

　今年度、西村会長は最重点目標に会員増強10名以上、そして出席率向上の施策を行うと挙げておら

れます。しかし、分母が大きくなる訳ですから、出席率は下がる傾向にあると思われます。この相反

する目標を同時に達成していくには非常に困難な事と思う訳であります。では、コロナ終息宣言の後、

出席に関する会員の意識レベルを上げつつ出席率をも上げるにはどうしたら良いのでしょうか。その

明確な答えは私にも分かりません。会長の人気が上がれば出席率も上がる。会長の挨拶が短くなれば

出席率が上がると以前西村会長は冗談交じりに話をしていた事がありましたが多分無理です。多分、

人気はそこそこで挨拶はそのままと思われます。本日話をした内容は出席委員会、一委員会の問題で

も、ましてや会長個人の問題でもありません。クラブ全体の問題と考え、会員一人一人が初心に返り、

出席という事をもう一度考えていただく事をお願い申し上げ本日のお話を締めさせていただきたいと

思います。皆様の貴重なお時間を割いて、お付き合いいただきました事に大変感謝申し上げます。有

難うございました。
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